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① 社会奉仕部門調査報告

１、コロナ禍におけるクラブ活動 状況調査

方 法：googleフォームによる

回 答：任 意

回 答 者：自 由

回答期間: ９月１５日～９月２７日

回 答: ４９クラブ／７４クラブ

回 答 率 : ６６％
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奉仕活動 種類その1 「イベント開催」

①少年サッカー大会

②ｅスポーツ大会

③絵画コンテスト

④児童養護施設イベント大会

⑤こども野球大会

⑥献血事業

⑦音楽会

など
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奉仕活動 種類その２「物資支援」

①孤児院・特別支援学校への支援

②学校教材支援

③こども食堂への支援

④児童相談所への支援

⑤ＡＥＤ寄贈

⑥コロナ対策物資の寄贈

⑦行政や団体へ機器の寄贈

⑧花壇整備

など
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奉仕活動の流れ

1、現状を調査する（ニーズ調査）

プロジェクトを成功させるためのクラブの能力についても検討

2、プロジェクトの選定

時間、リソース、地域社会からの支援と参加、プロジェクトの

実施期間と持続性、奉仕活動のパートナーや協力団体

3、計画の立案

目標と目的の設定、活動計画の立案、予算の作成、法的責任

4、実 行

活動の管理、プロジェクトの広報活動

5、成果の評価

プロジェクトの効果と成果を測定後、報告書を作成し

今後のプロジェクトに生かす
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奉仕活動のポイント

1、何をしたいか？ではなく、何が求められているか？に重点をおく

→前例や継続事業の見直しバージョンアップ、新規事業の開拓

2、ロータリーは「人づくり」

→「モノ」の提供だけでなく「経験」の提供を検討

3、ロータリアンみずからが「汗をかく奉仕」

→クラブ全体での奉仕活動経験を通じて感動を共有

「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」（超我の奉仕）

（クラブ愛、会員増強、退会防止、公共イメージup）

最近の特徴的な奉仕活動事例

地区補助金大口枠について
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事例１、前例にとらわれない新規事業の開拓
大宮南ＲＣ 「ボランティアマッチングＡＣＴ」
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事例２、コロナ禍におけるニーズに合った事業
大宮シティＲＣ「しっかり手洗い習慣化プロジェクト」
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事例3、子ども達に「体験」を提供
浦和中RC「児童養護施設児童、職業見学会」

横須賀海上自衛隊潜水艦見学 JAXA筑波宇宙センター見学
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地区補助金大口枠プレゼン審査会
リアル審査会（2019年度） オンライン審査会（2021年度）
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地区補助金（大口枠）評価基準

①社会性 →貧困層の社会的自立支援

②事業性 →ニーズがあり受益者の利益確保

雇用確保が期待できる

③革新性 →奉仕プロジェクトとして

新たな取組み

④プレゼン能力 →分かりやすさ、伝え方、時間

⑤クラブ本気度 →クラブが一体となった取組み

が期待できる

⑥持続可能性 →補助金終了後も長期的な解決

提供ができる

⑦年度のポイント→ローターアクト・インターアクト

との連携
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地区補助金（大口枠）１万㌦事例

審査会プレゼン動画（５分） プレゼンＰＤＦ版（34ページ）
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